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研究成果の概要（和文）：【目的】前立腺癌増殖における脂肪幹細胞の影響を、細胞実験と動物モデルで検討し
た。
【方法】細胞実験、動物実験において、脂肪幹細胞を用いることにより、前立腺癌細胞増殖抑制効果を検討し
た。【結果】脂肪幹細胞はいずれの前立腺癌細胞増殖を抑制し、アポトーシスを亢進させることが示された。
【結語】脂肪幹細胞は、アポトーシスを誘導し、ホルモン依存性・非依存性前立腺癌の発育を抑制させることが
示された。

研究成果の概要（英文）：Mesenchymal stem cells (MSCs) have generated a great deal of interest in the
 field of regenerative medicine. Adipose-derived stromal cell (AdSC) are known to exhibit extensive 
proliferation potential and can undergo multilineage differentiation, sharing similar 
characteristics to bone marrow-derived MSC. We assessed the degree to which AdSC affect the 
proliferation of prostate cancer (PCa) cell (LNCaP, PC3, and PC3M-luc2) (control: NHDF). Both in 
vitro and in vivo experiments exhibited the inhibitory effect of AdSC on PCa cell proliferation 
inducing apoptosis and PCa growth. Since autologous AdSC can be easily isolated from adipose tissue 
without any ethical concerns, we suggest that therapy with these cells could be a novel approach for
 patients with PCa.

研究分野： 前立腺癌
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研究成果の学術的意義や社会的意義
体性間葉系幹細胞（脂肪幹細胞）を用いた自家細胞移植による組織治療は、胚性幹(ES)細胞移植や他家臓器移植
治療とは異なり、倫理面や拒絶反応などの問題が回避でき、また、簡便に行える治療法として、広く普及させる
ことができる点が意義深く、前立腺癌の新規治療法の一つとなり得る可能性が示唆されれた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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に対しては確立した治療法は存在しない。 
 
２．研究の目的 
前立腺癌増殖における脂肪幹細胞の影響を、細胞実験と動物モデルで検討した。 
 
３．研究の方法 
細胞実験、動物実験において、脂肪幹細胞を用いることにより、前立腺癌細胞増殖抑制効果を検
討した。 
 
４．研究成果 
脂肪幹細胞はいずれの前立腺癌細胞増殖を抑制し、アポトーシスを亢進させることが示された。 

脂肪幹細胞は、アポトーシスを誘導し、ホルモン依存性・非依存性前立腺癌の発育を抑制さ

せることが示された。 
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当科におけるロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術（RALP)の初期経験

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術（RALP）の導入初期経験における検討
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